



A study on the assimilation of different fields into dietary education 
―An aim to implement more effective dietary education― 
Ai HONDA・Osamu NAKAMURA 
Abstract 
To examine the potential for improving dietary education through assimilating different fields, we arranged and 
classified the contents of 114 studies that had been contributed to the Journal of Japanese Society of Shokuiku until its 
most recent publication. Overall, 58.8% (67 articles) of the studies addressed cooking, nutrition, dietary habits, and 
meals, whereas 20.2% (23 articles) assimilated different fields. Of these, five articles reported on implementation done 
with definite objectives. One study reported results of questionnaires administered before and after an implementation 
that used a control group, but no studies were found that discussed the results combined with those from different fields. 
In contrast, we were able to find the possibility of implementing more effective dietary education by combining results 
obtained from different fields in existing research. 
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年 1 2 3 4 5 6
2007 N 0 1 1 1 1 0 4
% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 100.0%
2008 N 5 0 0 0 4 0 9
% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4% 0.0% 100.0%
2009 N 10 1 0 0 4 1 16
% 62.5% 6.3% 0.0% 0.0% 25.0% 6.3% 100.0%
2010 N 7 1 0 0 2 1 11
% 63.6% 9.1% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1% 100.0%
2011 N 8 1 0 0 3 1 13
% 61.5% 7.7% 0.0% 0.0% 23.1% 7.7% 100.0%
2012 N 12 0 0 0 6 2 20
% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 10.0% 100.0%
2013 N 17 0 2 0 0 4 23
% 73.9% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0% 17.4% 100.0%
2014 N 9 1 1 1 2 4 18
% 50.0% 5.6% 5.6% 5.6% 11.1% 22.2% 100.0%
合計 N 68 5 4 2 22 13 114

































































































































































































































































































































及ぼす影響—兵庫県 A 小学校 6 学年の食育実践の
事例—．日本食育学会誌．2、pp.51－62． 
岸田恵津・松井倫子・増澤康男（2011）：小学校の食
育実践における「栄養・健康」に関わる学習内容
の実施状況—兵庫県食育研究指定校の研究紀要を
資料とした実践の分析—．日本食育学会誌．5、
pp.105－110． 
木山眞美・吉澤さやか・牧野紘子他（2012）：幼稚園
における持参弁当を介した親に対する食育．日本
食育学会誌．6、pp.215－224． 
久保加織・竹本真理子・堀越昌子（2009）：男子大学
生に対する調理実習体験の食育効果．日本食育学
会誌．3、pp.307－316． 
久保加織（2011）：食品ロス削減に対する生活者の意
識構造．日本食育学会誌．5、pp.85－96． 
小泉武夫（2014）：和食を支えてきた五大発酵調味料．
日本食育学会誌．8、pp.249－254． 
小島千明・柴英里・菊地るみ子（2013）：小学校家庭
科における弁当作りに関する教材開発及び授業実
践．日本食育学会誌．7、pp.171－180． 
小西雅子（2010）：子どもの「食の自立」と「五感の
育成」を目指した食育の取り組み．日本食育学会
誌．4、pp.159－164． 
五明紀春（2011）： 食育実践のカテゴリー—事例報告
を参照して—．日本食育学会誌．5、pp.67－84． 
櫻井久美子・下村美恵・松永泰子他（2013）：高等学
校における食事バランスガイドを活用した食教育
の試みとその検証．日本食育学会誌．7、pp.197－
204． 
佐藤幸子・栗原宏美・南波美穂他（2009）：ハーブ栽
培のフードサイクル ; 食育カリキュラムの実践
事例．日本食育学会誌．3、pp.347－354． 
佐藤みずほ・中野冠（2013）：食料品専門スーパーに
おける食品廃棄物発生の解析と低減化を目指す従
業員教育のための意識調査．日本食育学会誌．7、
pp.259－274． 
島村光治・津村哲司（2013）：ギムネマの 1人 1鉢栽
培による味覚への意識向上―愛知中学校 2年生で
の教育活動について―．日本食育学会誌．7、pp.167
－170． 
島村知歩・三浦さつき・池内ますみ他（2008）：魚介・
肉料理を中心とした大学生家庭の食事実態．日本
食育学会誌．2、pp.63－72． 
生源寺眞一（2007）：食と農をめぐる今日的課題 : 食
料自給率から読み解く．日本食育学会誌．1、pp.22
－31． 
菅原千鶴子・森谷絜・清水やよい他（2012）：就学前
の子どもを育てる母親に対する継続食育教室の効
果．日本食育学会誌．6、pp.183－196． 
砂見綾香・多田由紀・梶忍他（2012）：幼稚園児及び
保護者に対する食育プログラムが両者の食生活に
及ぼす影響．日本食育学会誌．6、pp.265－272． 
瀬尾知子・榊原洋一（2014）：幼児期の共食の意味理
解―幼児は共食をどのように捉えているのか?―．
日本食育学会誌．8、pp.3－8． 
瀬戸美江・木村小百合・山田仁美他（2012）：専用調
味料の使用状況と今後の課題．日本食育学会誌．6、
pp.225－230． 
曽我部夏子・祓川摩有・丸山里枝子他（2009）：体験
型環境教育で実践した小学生を対象とした食育に
ついて．日本食育学会誌．3、pp.99－104． 
曽我部夏子・西浦千尋・佐藤由美他（2011）：栄養教
育で実施した男性労働者の食生活調査．日本食育
学会誌．5、pp.19－24． 
曽我部夏子・西浦千尋・佐藤由美他（2011）：企業で
実施した栄養教育プログラムにおける骨量測定の
調査報告．日本食育学会誌．5、pp.203－208． 
曽我部夏子・篠原能子・西山一郎（2013）：地域で実
施した食育イベント参加者の食生活に対する意識
の検討．日本食育学会誌．7、pp.57－64． 
曽我部夏子・岡田昌己・土岐田佳子他（2014）：女子
中高生サッカー選手の身体状況および食生活につ
いての検討．日本食育学会誌．8、pp.41－48． 
曽我部夏子・篠原能子・西山一郎（2014）：地域と学
園祭で実施した食育イベント参加者の食生活に対
する意識の比較．日本食育学会誌．8、pp.173－180． 
長崎大学総合環境研究　第１８巻　第１号　pp. 38-46　2015年10月
－43－
曽我部夏子・田辺里枝子・祓川摩有他（2014）：1歳
2 か月児における母乳・ミルク・牛乳の摂取状況
と食生活との関連の検討．日本食育学会誌．8、
pp.273－282． 
外山紀子・野村明洋（2010）：保育園の作物栽培実践
に基づく食物の生産過程に関する学び．日本食育
学会誌．4、pp.103－110． 
外山健二・小松啓子（2012）：食生活の低下を伴う女
子大生における味覚感受性と精神健康度との関連
性について．日本食育学会誌．6、pp.61－68． 
高嶋真衣・西川和孝（2014）：中学校時における食体
験が大学生の食実践力に及ぼす栄養とオリーブ果
実を用いた教材研究．日本食育学会誌．8、pp.121
－128． 
多田由紀・川野因・森佳子他（2010）：大学生におけ
る食事に関する知識と生活習慣の関連 : 農学系
大学における検討．日本食育学会誌．4、pp.213－
222． 
津田淑江（2009）：モデル献立から算出したライフサ
イクル CO2評価と食育．日本食育学会誌．3、pp.29
－38． 
土田裕美・山下房江・青山妙子（2013）：特別支援学
校（視覚・知的・肢体不自由）教員の食育に対す
る意識と食育実践の現状と課題―食育に関するア
ンケート調査から見えてきたもの―．日本食育学
会誌．7、pp.285－292． 
土田裕美・青山妙子・山下房江（2014）：地域の食育
イベントに参加した子どもたちに見る家庭におけ
る緑茶文化の継承の実態と体験活動プログラムの
効果の検証．日本食育学会誌．8、pp.291－300． 
津村哲司・島村光治（2010）：食生活改善に向けた新
手法の開発—味覚教育からのアプローチ—．日本食
育学会誌．4、pp.83－90． 
土岐田佳子・曽我部夏子（2014）：地域のプレイルー
ムを利用した幼児及び母親の食生活に関する調査．
日本食育学会誌．8、pp.283－290． 
内閣府（2014）：平成 26年版食育白書、勝美印刷、
p.162．
仲井宏充・友清雅子（2010）：朝食欠食に関連する因
子について―佐賀県県民健康意識調査の結果から
の考察．日本食育学会誌．4、pp.181－186． 
中川原康子・三浦綾子（2014）：成長過程における食
物アレルギー児と非食物アレルギー児の疾患知識
と意識の関連性．日本食育学会誌．8、pp.29－40． 
中村修・宮崎藍・渡邉美穂（2007）：食育活動の現状
と課題．長崎大学総合環境研究．10、pp.11－16． 
農林水産省（2012）：平成 23年度生活及び農林漁業
体験に関する調査．株式会社流通システム研究セ
ンター、p.30． 
野間智子・木村寿佳子・坂元亮介他（2008）：「手コ
マ式食育指導プログラム」の開発とその食育への
実践的活用．日本食育学会誌．2、pp. 159－166． 
野間智子・山本香苗・近藤佳代他（2013）：聴覚障害
者を対象とした「食育プログラム」の実践―特別
支援学校及び啓発講座での食育の取り組みについ
て―．日本食育学会誌．7、pp.65－74． 
濵口郁枝・奥田豊子・内田勇人他（2012）：大学生に
対する食育の効果の検証．日本食育学会誌．6、
pp.249－256． 
濵口郁枝・奥田豊子・内田勇人他（2012）：大学生に
対する食育が食行動に及ぼす影響．日本食育学会
誌．6、pp.257－264． 
原正美・牛田奈津実・河野綾子他（2011）：女子大生
の嗜好変化．日本食育学会誌．5、pp. 97－104． 
原正美・山本実里・神保忍他（2011）：女子大学生の
幼児期と現在における食品の好き嫌いの変化．日
本食育学会誌．5、pp. 209－216． 
原正美・松原知代・山口公一他（2013）：母乳中のア
レルゲン濃度と食事との関連―ELISA法による検
討―．日本食育学会誌．7、pp.13－20． 
原正美・長谷川俊史・松原知代他（2013）：母乳中の
アレルゲン濃度と食事との関連、続報―母乳中の
オボアルブミン濃度とラクトフェリンについて―．
日本食育学会誌．7、pp.155－160． 
原田恵美・岸田恵津（2011）：給食を活用した食に関
する指導の支援—栄養教諭から学級担任への指導
者用メモの配付を通して—．日本食育学会誌．5、
pp.141－146． 
樋口才二・小山清人（2013）：上新粉を含む米粉食パ
ンの製造方法と力学特性及び官能検査．日本食育
学会誌．7、pp.129－136． 
日田安寿美・山中朋美・永田薫他（2013）：男子高校
生のヘモグロビン濃度には BMI と身体活動レベ
ルが関連している．日本食育学会誌．7、pp.33－
40． 
平野繁（2014）：日本の土地利用型農業における大規
模化の現状．日本食育学会誌．8、pp.95－104． 
廣瀬順子・長尾早枝子（2013）：アイマークレコーダ
ーによる母乳栄養指導時の観察ポイントの検討．
日本食育学会誌．7、pp.161－166． 
長崎大学総合環境研究　第１８巻　第１号　pp. 38-46　2015年10月
－44－
藤澤良知（2011）：心を育てる食育．日本食育学会誌．
5、pp.3－8． 
藤原有子（2012）：知的障害児の食行動の実態（主食
編）．日本食育学会誌．6、pp.69－76． 
藤本勇二（2009）：交流学習が支援する食育—とくし
まみそ汁プロジェクトの試みを通じて．日本食育
学会誌．3、pp. 105－110． 
古谷かな恵・堀田千津子（2013）：女子大学生におけ
る健康目標の有無による健康行動の相違．日本食
育学会誌．7、pp.49－56． 
堀田千津子・高田晴子・木村友子他（2008）：幼稚園
児と母親に対する食育プログラム実施の効果．日
本食育学会誌．2、pp.141－148． 
堀田千津子・木村友子・内藤通孝（2009）：幼稚園児
と育児担当者に対する「食育だより」を活用した
食育の効果．日本食育学会誌．3、pp.335－346． 
堀田千津子（2010）：母親の栄養成分表示利用行動と
幼稚園児の間食との関連．日本食育学会誌．4、
pp.165－170． 
堀田千津子（2012）：小児生活習慣病予防の食育―食
育通信による間食指導の効果―．日本食育学会誌．
6、pp.231－236． 
堀田千津子（2013）：幼稚園児と母親に対する食育活
動―調理体験教室における効果―．日本食育学会
誌．7、pp.119－128． 
堀田千津子（2014）：幼稚園児と父親に対する食育活
動—調理体験教室における効果—．日本食育学会誌．
8、pp.19－28． 
本田藍・中村修・片渕結子（2010）：義務教育におけ
る学習と大学生の食生活、生活習慣病予防態度と
の関連．日本食育学会誌．4、pp.91－102． 
的場輝佳・園部晋吾・前野素子（2014）：小学校にお
ける“日本料理に学ぶ食育カリキュラム”―京都
市教育委員会と NPO 法人日本料理アカデミーと
の連携―．日本食育学会誌．8、pp.151－160． 
的場輝香（2014）：和食の魅力とルーツを探り、次世
代に継承することの意義．日本食育学会誌．8、
pp.255－262． 
三田村理恵子・葛西隆則・西村孝司（2010）：ヘルス
ツーリズムにおける食育プログラムの基礎的検討．
日本食育学会誌．4、pp.171－180． 
村井陽子・奥田豊子（2007）：小・中学生の伝統的食
材および簡便食品の摂取度と自覚症状の関連—食
の簡便化と伝統的食材に関する食育の重要性—．日
本食育学会誌．1、pp.3－10． 
村井陽子・越川絵里子・奥田豊子（2008）：高学年児
童の食生活と学習態度・意欲や健康状態との関連—
楽しく食べることの重要性—．日本食育学会誌．2、
pp.3－10． 
村井陽子・越川絵里子・奥田豊子（2008）：高学年児
童の学校給食への関心と学習態度・意欲や健康状
態との関連—学校給食を通した食育の重要性—．日
本食育学会誌．2、pp.43－50． 
村井陽子・八竹美輝・奥田豊子（2011）：小学生にお
ける食事バランスガイドを活用した食育の効果．
日本食育学会誌．5、pp.9－18． 
村井陽子・丸谷宣子・山本麗奈他（2012）：食育を目
指す学生による食に関する指導の効果―小学 2年
生を対象とした実践―．日本食育学会誌．6、pp.173
－182． 
村井陽子・奥田豊子（2013）：6種の豆料理に対する
嗜好性と調理意欲―小学生の保護者を対象とした
質問紙調査より―．日本食育学会誌．7、pp.205－
212． 
村井陽子・奥田豊子（2014）：豆調理頻度向上を目的
とした印刷媒体による教育効果―小学生の保護者
を対象として―．日本食育学会誌．8、pp.111－120． 
村上陽子（2012）：マカロンの色彩構成が大学生の食
嗜好性に及ぼす影響．日本食育学会誌．6、pp.21
－34． 
村上陽子（2012）：家庭科教育における鶏卵起泡性の
実験授業の開発―マカロンを用いた授業の基礎資
料として―．日本食育学会誌．6、pp. 35－50． 
村上陽子（2013）：練りきりの色彩構成が幼稚園児及
び大学生の食嗜好性に及ぼす影響．日本食育学会
誌．7、pp.3－12． 
村上陽子・巽和枝・奥田豊子（2013）：実習豆献立を
家庭で作る意欲とその関連要因―幼稚園・小学校
保護者を対象とした豆料理講習会から―．7、pp.41
－48． 
村上陽子（2014）：中学生における和菓子の食嗜好性
と食行動．日本食育学会誌．8、pp.263－272． 
村田光範（2007）：小児のメタボリックシンドローム
について．日本食育学会誌．1、pp.32－46． 
村本由佳利・江頭香衣・鎌田早紀子他（2013）：望ま
しい食生活への理解を目指した食育プログラム―
小学 6年生を対象として―．日本食育学会誌．7、
pp.137－154． 
森佳子・目加田優子・秋山嘉子他（2009）：更年期女
性の骨量低下と運動、食生活の関わり．日本食育
長崎大学総合環境研究　第１８巻　第１号　pp. 38-46　2015年10月
－45－
学会誌．3、pp.91－98． 
森佳子・日田安寿美・多田由紀他（2011）：山梨県小
菅村における食材の活用および調理法に関するア
ンケート調査．日本食育学会誌．5、pp.25－30． 
山本泰（2009）：みその素晴らしさを知る．日本食育
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